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岡
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Ｊ
１
川
崎
の
Ｍ
Ｆ
旗
手
怜
央

‖
写
真
、
静
岡
学
園
高
出

‖
が
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン

ド
・
プ
レ

ミ
ア
リ
ー

グ
の
セ
ル

テ
ィ
ッ
ク
へ
移
籍
す
る
こ
と
が

日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
関

係
者
に
よ
る
と
ク
ラ
ブ
間
で
大

筋
合
意
に
達
し
た
。

三
重
県
出
身
の
旗
手
は
順
大

か
ら
昨
季
川
崎
に
入
団
。
豊
富

な
運
動
量
と
高
い
技
術
で
多
く

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
こ
な
し
、
今

夏
の
東
京
五
輪
に
出
場
し
た
。

Ｊ
１
で
の
２
連
覇
に
貢
献
し
た

今
季
は
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
も

選
ば
れ
た
。

今
季
途
中
ま
で
横
浜
Ｍ
を
指

揮
し
た
ポ
ス
テ
コ
グ
ル
ー
監
督

が
率
い
る
セ
ル
テ
ィ
ッ
ク
に

は
、
神
戸
か
ら
加
入
し
た
Ｆ
Ｗ

古
橋
亨
梧
が
い
る
。

旗
手
《》
静
岡
学
園

高

出
「」

セ
ル
テ
ィ
ッ
ク
移
籍
へ

サッカーＪ１川崎
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件数 死者 傷者
日 31 0 46

昨年比 8 0 2
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

月 714 3 872
昨年比 18 1 45

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

年間計 18151 87 22859
昨年比 1328 20 1997

（県警調べ、 印は減）
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火
の
手
が
上
が
る
住
宅
‖
13
日

午
前
４
時
45
分
、
静
岡
市
清
水

区
船
原
（
住
民
提
供
）

三保サーモン出荷本格化
▶
日
建
リ
ー
ス
工
業
が
運
営
す
る
「
三
保
サ
ー
モ
ン
」

の
陸
上
養
殖
施
設
‖
12
月
上
旬
、
静
岡
市
清
水
区
三
保

◀三保半島の地下海水で育った

出荷直前の「三保サーモン」

静
岡
市
清
水
区
の
ご
当
地
サ
ー
モ
ン
「
三
保
サ
ー
モ
ン
」
の
出
荷
が
養
殖
開
始
か
ら
１
年
を
経
て
本
格
化
し
そ

う
だ
。
今
月

日
に
は
区
内
の
ホ
テ
ル
で
田
辺
信
宏
市
長
ら
が
参
加
し
た
試
食
会
が
行
わ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
大

手
外
食
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
予
定
。
関
係
者
は
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
か
な
っ
た
食
材
と
し
て
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
陸
上
養
殖
サ
ケ
に
期
待
を
込
め
る
。

大手外食チェーンと連携
三
保
サ
ー
モ
ン
は
総
合

リ
ー
ス
業
の
日
建
リ
ー
ス

工
業
（
東
京
都
）
が
手
掛

け
る
。
こ
と
し

月
か
ら

数
百
㌔
を
都
内
の
高
級
す

し
店
な
ど

店
舗
に
試
験

出
荷
し
た
と
こ
ろ
、
「
滋

味
の
あ
る
上
品
な
味
わ

い
」
と
好
評
だ
っ
た
。
清

浄
な
地
下
海
水
を
掛
け
流

し
で
陸
上
養
殖
に
利
用
し

て
い
て
、
寄
生
虫
な
ど
を

殺
す
た
め
の
冷
凍
を
す
る

必
要
が
な
い
と
い
う
。
地

下
海
水
は
水
温
が
一
定
し

て
い
る
た
め
安
定
的
に
通

年
出
荷
で
き
る
の
も
売
り

だ
。「

信
州
サ
ー
モ
ン
」
な

ど
先
駆
的
な
ご
当
地
サ

ー
モ
ン
に
比
べ
、
１
本
当

た
り
１
・
５
倍
す
る
高
価

格
が
最
大
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
同
社
は
本
年

度
、
回
転
す
し
「
か
っ
ぱ

寿
司
」
な
ど
を
展
開
す
る

コ
ロ
ワ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
な

ど
数
社
と

消
費
拡
大
で

連
携
す
る
。
「
水
産
庁
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
改
善
促

進
事
業
」
に
も
採
択
さ
れ

た
。
日
建
リ
ー
ス
工
業
の

渡
辺
将
介
部
次
長
は
「
ま

ず
は
販
売
の
道
筋
を
作

り
、
こ
の
チ
ェ
ー
ン
を
太

く
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。連

携
企
業
で
構
成
す
る

「
地
下
海
水
陸
上
養
殖
サ

ー
モ
ン
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
改
善
促
進
協
議
会
」
は

こ
れ
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
全
体
会
合
を
２
回
開
催

し
た
。
「
優
れ
た
食
味
の

理
由
を
科
学
的
に
追
究
す

る
べ
き
」
な
ど
と
い
っ
た

声
が
出
た
ほ
か
、
生
産
コ

ス
ト
を
下
げ
る
方
法
に
つ

い
て
議
論
し
た
。
持
続
可

能
な
海
洋
資
源
の
利
用
を

掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
か
な

っ
た
食
材
と
し
て
付
加
価

値
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

も
検
討
す
る
。

養
殖
場
は
静
岡
市
な
ど

の
補
助
を
受
け
て
２
０
２

０
年

月
に
完
成
し
、

月
に
養
殖
を
始
め
た
。
出

荷
計
画
で
は
、

年
度
に

㌧
、

年
度
に

㌧
を

目
指
す
と
い
う
。

清
水
支
局
・
坂
本
昌
信

今
年
の
ヒ
ッ
ト

ゼ
ロ
ビ
ー
ル

乾
杯

を

完
売

と

言
っ
て
し
ま
っ
た

｜
ビ
ー
ル
会
社

（
富
士
・
に
ゃ
あ
ご

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＹ
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静
岡
・
清
水
５
棟
全
焼

住
民
の
女
性
１
人
不
明
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静
岡
市
葵
区
宮
ケ
崎
町
の
静

岡
浅
間
神
社
に

日
、
来
年
の

干
支
（
え
と
）「
寅
（
と
ら
）
」

の
大
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
た
。
正

月
に
向
け
た
準
備
の
一
環
で
、

年
末
の
風
物
詩
。
神
職
５
人
が

天
下
太
平
や
疫
病
退
散
を
願
い

大
拝
殿
前
に
設
置
し
、
は
ら
い

を
執
り
行
っ
た
。

絵
馬
は
縦
３
㍍
、
横
２
・
５

㍍
。
常
葉
大
造
形
学
部
２
年
生

の

人
が
約
１
カ
月
か
け
て
制

作
し
た
。
尾
形
光
琳
の
「
紅
白

梅
図
屏
風
（
び
ょ
う
ぶ
）
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
川
と
、
赤
富

士
を
背
に
歩
く
寅
（
と
ら
）
の

親
子
を
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
描

い
た
。

制
作
に
参
加
し
た
伊
藤
芽
生

さ
ん

は
「
今
年
も
コ
ロ
ナ

で
不
安
な
年
だ
っ
た
の
で
、
描

い
た
ト
ラ
の
親
子
の
よ
う
に
ま

っ
す
ぐ
希
望
を
持
っ
て
歩
い
て

い
き
、
明
る
い
年
に
し
た
い
」

と
話
し
た
。

来年の干支の寅が描かれた大絵馬

‖13日午前、静岡市葵区の静岡浅間神社

岩
森
死
刑
囚
が
病
死

埼
玉
・
夫
婦
強
殺

法
務
省
は

日
、
埼
玉

県
本
庄
市
で
２
０
０
７
年

に
夫
婦
を
殺
害
、
現
金
を

奪
っ
た
と
し
て
強
盗
殺
人

罪
な
ど
で
刑
が
確
定
し
た

岩
森
稔
死
刑
囚

が
東

京
拘
置
所
で
病
死
し
た
と

発
表
し
た
。
刑
事
施
設
に

収
容
さ
れ
て
い
る
確
定
死

刑
囚
は
１
１
０
人
と
な
っ

た
。法

務
省
に
よ
る
と
、
今

月
初
め
、
血
圧
が
高
い
こ

と
な
ど
か
ら
拘
置
所
の
病

棟
に
収
容
。
不
整
脈
の
症

状
が
あ
り
、
治
療
を
続
け

た
が
、

日
午
後

時

分
、死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

確
定
判
決
に
よ
る
と
、

岩
森
死
刑
囚
は

年
２

月
、
知
人
だ
っ
た
男
性
‖

当
時

‖
宅
で
、
持
ち

込
ん
だ
鈍
器
を
使
い
男
性

と
妻
‖
同

‖
を
殺

害
、
現
金
約
１
万
円
を
奪

っ
た
。
一
審
さ
い
た
ま
地

裁
は
無
期
懲
役
と
し
た

が
、
二
審
東
京
高
裁
は
死

刑
を
言
い
渡
し
、
最
高
裁

も
支
持
し
た
。

日
午
前
４
時

分
ご

ろ
、
静
岡
市
清
水
区
船
原

１
丁
目
の
木
造
２
階
建
て

住
宅
か
ら
出
火
し
、
こ
の

住
宅
と
近
接
す
る
住
宅
の

計
５
棟
を
全
焼
し
た
。
ほ

か
に
５
棟
の
一
部
を
焼
い

た
。
清
水
署
と
静
岡
市
消

防
局
な
ど
に
よ
る
と
、
出

火
元
と
み
ら
れ
る
住
宅
の

代
男
性
が
頭
に
や
け
ど

を
負
い
病
院
に
搬
送
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
男
性
の
妻

と
連
絡
が
取
れ
な
い
状
態

と
い
う
。

現
場
は
静
岡
鉄
道
の
桜

橋
駅
か
ら
南
西
に
約
１

㌔
の
、
住
宅
が
密
集
す
る

地
域
。
静
岡
地
方
気
象
台

に
よ
る
と
、
出
火
当
時
は

強
風
注
意
報
が
出
て
い

た
。
強
い
西
風
の
影
響
で

周
辺
一
帯
に
煙
が
充
満
し

た
。
辺
り
は
寝
間
着
姿
の

住
民
ら
で
一
時
騒
然
と
し

た
。現

場
近
く
の

代
の
男

性
会
社
員
は
「
『
パ
ン
』

と
い
う
は
ぜ
る
音
が
し
て

起
き
た
ら
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

火
柱
が
見
え
た
。
自
宅
の

中
も
煙
が
充
満
し
た
」
な

ど
と
話
し
た
。

３
遺
体
は
夫
妻

長
男

福
島
の
住
宅
火
災

福
島
県
白
河
市
で

月

日
未
明
に
起
き
た
住
宅

火
災
で
、
白
河
署
は

日
、

焼
け
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た

３
遺
体
の
身
元
が
、
住
人

の
無
職
片
桐
重
男
さ
ん

と
妻
千
代
子
さ
ん

、
長
男
久
さ
ん

と
判
明
し
た
と
発
表
し

た
。死
因
は
夫
妻
が
焼
死
、

久
さ
ん
が
一
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
）中
毒
死
だ
っ
た
。
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誘
拐
疑
い

男
女
逮
捕

滋
賀
県
警

男
宅
で
女
子
高
生
死
亡

滋
賀
県
警
は

日
、
京

都
市
内
の
女
子
高
生
を
誘

拐
し
た
と
し
て
、
未
成
年

者
誘
拐
の
疑
い
で
、
同
県

守
山
市
勝
部
３
丁
目
の
無

職
入
江
公
史
郎
容
疑
者

と
、
岐
阜
県
関
市
池

尻
の
無
職
金
城
え
夢
容
疑

者

を
逮
捕
し
た
。
県

警
に
よ
る
と
、
女
子
高
生

は
入
江
容
疑
者
宅
で
心
肺

停
止
の
状
態
で
見
つ
か

り
、
死
亡
が
確
認
さ
れ
た

が
、
遺
体
に
不
審
な
外
傷

な
ど
は
な
か
っ
た
。
県
警

は
司
法
解
剖
し
て
死
因
を

調
べ
、
経
緯
も
追
及
す
る
。

死
亡
し
た
の
は
、
通
信

制
高
校
に
在
籍
す
る
京
都

市
伏
見
区
の
篠
原
聖
奈
さ

ん

。
逮
捕
容
疑
は

日
午
後
３
時

分
ご
ろ
、

携
帯
電
話
で
篠
原
さ
ん
を

誘
い
出
し
、
京
都
市
内
で

合
流
し
た
後
、
同
日
午
後

６
時
ご
ろ
か
ら
入
江
容
疑

者
宅
の
ア
パ
ー
ト
に
連
れ

込
ん
だ
疑
い
。
入
江
容
疑

者
は
容
疑
を
否
認
し
、
金

城
容
疑
者
は
容
疑
を
認
め

て
い
る
と
い
う
。

滋
賀
県
警
と
消
防
に
よ

る
と
、

日
午
前

時

分
ご
ろ
、
篠
原
さ
ん
が
入

江
容
疑
者
宅
で
意
識
や
呼

吸
が
な
い
と
、
金
城
容
疑

者
と
み
ら
れ
る
女
性
の
声

で
１
１
９
番
が
あ
っ
た
。

急
行
し
た
消
防
隊
員
が
、

心
肺
停
止
状
態
で
廊
下
に

倒
れ
て
い
る
篠
原
さ
ん
を

発
見
。
消
防
か
ら
の
通
報

で
駆
け
付
け
た
県
警
守
山

署
員
が
死
亡
を
確
認
し

た
。会

員
制
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
通
じ
て
、

金
城
容
疑
者
が
、
入
江
容

疑
者
や
篠
原
さ
ん
と
知
り

合
っ
た
ら
し
い
。

原
爆
供
養
塔
の
鉢

広
島
市
が
被
害
届

器
物
損
壊
疑
い

広
島
平
和
記
念
公
園
内

の
原
爆
供
養
塔
に
設
置
さ

れ
た
石
製
の
鉢
が
、
無
断

で
何
者
か
に
セ
メ
ン
ト
の

よ
う
な
も
の
で
埋
め
ら
れ

加
工
さ
れ
た
問
題
で
、
広

島
市
は

日
、
器
物
損
壊

容
疑
で
広
島
中
央
署
に
被

害
届
を
提
出
し
た
。
市
は

鉢
を
元
通
り
に
修
復
す

る
。市

原
爆
被
害
対
策
部
調

査
課
の
住
田
達
哉
課
長
は

「
事
前
の
相
談
も
な
く
鉢

の
形
状
を
無
断
で
変
え
ら

れ
、
公
費
を
支
出
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
」
と
話

し
た
。
調
査
課
は
業
者
に

依
頼
し
て

日
に
セ
メ
ン

ト
を
撤
去
し
、
中
を
洗
浄

す
る
修
復
作
業
を
実
施
す

る
。鉢

は
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

の
男
性
（
故
人
）
が
、
献

花
用
と
し
て
１
９
６
３
年

８
月
に
寄
贈
し
た
。
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(３) 　 令和３年( 年)１２月１３日 (月曜日) (第三種郵便物認可)(３) 　 令和３年( 年)１２月１３日 (月曜日) (第三種郵便物認可)
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